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熊野灘産のエンコウガニ科2稀種の記録と近縁種の分布について 

武 田 正 倫 • 柳 沢 践 夫 

Rediscovery of Two Carcinoblax Crabs in tne jvumanonada Sea, 
East of the Kii Peninsula, Central Japan, with 
Notes oil Distribution of the Related Species 

Masatsune Takeda and Fumio Yanagisawa 
(Received September 27,1985) 

Abstract. Two species of crabs of the family Goneplacidae, Carcinoplax indica Doflein, 1904 
known from off Great Nicobar Island and the Suez Canal, and C. microphthalma Guinot et 
Richer de Forges, 1981 reported from off New Caledonia, were rediscovered in the Kumano-
nada Sea, Central Japan. C. indica is distinguished from C. longimana (de Haan) by having the 
narrower and rounded carapace with the front developed forward as a plate, and the short 
and heavy cheliped without a tubercle at the subdistal part of inner surface of palm. C. micro-
phthalma is rather aberrant in the genus Carcinoplax as having the dorsally and laterally 
convex carapace with a quite circular contour, and the short eyestalks with the degenerated 
corneae. The known Carcinoplax species are listed in Table 1，with brief notes on some 
species ； most of the species are the West Pacific inhabitants known only by some records, 
only four species are extended their distribution to the Indian Ocean, and only one species is 
known from West Africa. Such a pattern of occurrence and distribution as a whole indicates 
that the recent Carcinoplax species are possible relics of the Miocene ancestor. 
(Takeda, M.: Department of Zoology, National Science Museum. Shinjuku-ku, Tokyo, 
160 Japan. Yanagisawa, F.: Marinarium attached to the Taiji Whale Museum. Taiji, 
Higashimuro-gun, Wakayama, 649-51 Japan) 

熊野灘は相模湾，駿河湾，土佐湾などと共に，古くか 

ら海産動物の宝庫として知られている.熊野灘南部に面 

する太地町沖は水深 1 0 0 � 6 0 0 m まで一気に切れ落ちた 

V字谷になっていて底曳き網漁業には向いていないた 

め’漁業者はイセヱビ用の刺し網を用いてウチワヱビ漁 

を行なっている .この網は長さ 1 2 . 6 m (7間），幅1 . 2 

m ( 4 尺），目合約 1 0 c m ( 3 寸 ） の 2 枚 網 を 2 枚 ま た 

は3枚，横につないだものである.漁期は11月から翌年 

3月までであるが，各種の魚類や甲殻類が混獲される. 

太地町立くじらの博物館付設マリナリュウムでは，この 

ような資料に注目し，標本として保存，記録するととも 

に，一部の種については飼育を試み，かなり長期間生存 

させることに成功している. 

1 9 7 7年より 1 9 8 0年にかけて得られた深海性甲殻類は 

柳沢ら（ 1 9 8 0 )に記録されているように，等脚目，十脚 

目，ロ脚目にわたる61種であった.彼らによれば，比 

較的出現率の高い種を順に列記すると，キンセンガニモ 

ドキMursia armata (de H a a n )(カラッパ科）’シリブ 

ト シ ャ コ Bathvsquilla crassispina bukuda (シリフト 

シャコ科），ビワガニ Lyreidus tridentatus (de Haan) 
(アサヒガニ科）’エンコウガニ Carcinoplax longimana 
( d e H a a n ) (エンコウガニ科），ァカザエビ M e t c m e p h -

rops japonicus Tapparone-Canefri (アカザエビ科）， 

イボテオオホモラ P a r o m o l a alcocki Stebbing (ホモラ 

科），タカアシガ ニ Macrocheira kaempferi (von Sie-
b o l d )(クモガニ科），クボエビ（グソクエビ） P u e r u l u s 

angulatus ( B a t e ) (イセエビ科）’ハコエビ L i n u p a r u s 

trigonus (von S i e b o l d )(イセエビ科）’才才コシオリエ 

ビ Cervimunida princeps Benedict (コシオリエビ科） 

である. 

以下に報告するヱンコゥガニ科の2種は’特筆すべき 

種として，上記引用の柳沢ら（ 1 9 8 0 )に写真が紹介され 

ている.ここに正式な分類学的な研究結果を，従来の記 

録および近縁種の分布とともに記載する. 
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B u l l . B i o g e o g r . S o c . J a p a n , 4 0 ( 8 ) D e c . 2 0 , 1 9 8 5 

F a m i l y G o n e p l a c i d a e 

G e n u s Carcinoplax H . M i l n e E d w a r d s . 1 8 5 2 

Carcinoplax indica D o f l e i n , 1 9 0 4 

( F i g s . 1 , 2 A , 3 D ) 

Carcinoplax longimanus indicus D o f l e i n , 1 9 0 4 , p . 

1 1 4， p i . 3 5 , figs.1，2—Off G r e a t N i c o b a r I . ( 6 � 5 4 ' N , 

9 3 ° 2 8 .デW)， 2 2 6 m d e e p . 

Carcinoplax indica: G u i n o t , 1 9 6 9， p . 5 2 4 ( i n d i s c u s -

s i o n ) , f i g s . 66，67，75, 7 6 — S u e z C a n a l ; S a k a i , 1 9 7 7 , 

p p . 55，59， f igs , l a , 2 a , p i . 4 ， f i g . 1 . 

N o t Carcinoplax longimana indica: T a k e d a , 1 9 7 5 , 

p . 1 5 0， p i . 2， f i g s . 2 , 3， p i . 3， f i g . 2 ( = C . longimana 

( d e H a a n ) ) . 

本 種 は 1 9 7 8 年 1 1 月 に 1 個 体 （ 甲 長 3 7 m m ， 甲 幅 

4 4 m m の 雄 ， N S M T - C r 9 0 9 9 )が採集された.採集地点 

は和歌山県東牟婁郡太地町燈明崎の北東約3 k m ，那智 

勝浦町山成島の南東約3 k m沖の熊野灘で，水深は 2 3 0 

m である . 

手許の標本は原記載および現存する2個体の総模式標 

本を調べなおした S a k a i ( 1 9 7 7 ) によく一致する .すで 

に指摘されたように，エンコウガニ C 1 . longimana ( d e 

H a a n )とは，甲が幅狭くて丸みをおびていること，額 

が板状で眼窩よりも前方に突出していること，鋏脚の形 

態が明らかに異なることなどによって区別される.鋏脚 

は他の力ニ類に比べれば長大であるが，ユンコウガニの 

鋏脚のように長節や掌部が伸長することはない.さら 

に，掌部内面には，エンコウガニに見られるような突起 

はない.これらの形態的相違は著しく，また，雄の第1 

腹肢の相違（先端付近の葉状突起が強く発達している） 

P i g . 1 . C a r c i n o p l a x inaica D o f l e i n l i v i n g i n 
a q u a r i u m . 

からも，明らかに別種の扱いとすべきことは，G u i n o t 

( 1 9 6 9 ) および S a k a i ( 1 9 7 7 )により指摘された通りであ 

る. 

本種は1 9 0 4年にインド洋東部のニコバル諸島沖の水 

深 2 2 6 m から 4 個体が採集され，その後 1 9 2 8 年にス 

ュズ運河で 1 個体とれたのみである . B a r n a r d ( 1 9 5 0 ) 

は，エンコウガニは成長過程によって形態変化が著しい 

ため亜種の区別は不要であると述べた.これに対して， 

T a k e d a ( 1 9 7 5 )は，南アフリカ産の個体群は甲の輪郭が 

やや異なるとして亜種として扱った.しかし， S a k a i 

( 1 9 7 7 )の指摘にもあるように，南アフリカ産の個体群 

を亜種として区別するのには無理があるように思える. 

また，仮に区別したとしても，本種とは明らかに異な 

る. 

生時，申面は淡褐色であったが，中央部に縦 8 m m , 

横 1 3 m mの極めて幾何学的な形をした紅色紋があり， 

その周囲は白色で縁取られていた.また，紅色紋より放 

射状に甲面を3分割する淡褐色のすじが認められた.左 

右の可動指，不動指とも中央部より先方が黒褐色であっ 

た. 

採集時に生存していたため，砂を敷きつめた 7 0 x 6 0 

X 3 0 c mのガラス水槽に収容し，しばらくの間生態の観 

察を行なった.昼夜とも目立った動きはなく，棒などで 

刺激すると活発に移動をくり返したが，潜砂行動は見ら 

れなかった.しカゝし，餌として与えたアジの切り身を食 

ベることはなく，7日目に死亡した.採捕海域の水温は 

水 深 2 0 0 m で 1 3 . 8 � C ， 2 5 0 m で 1 2 . 1 � C で あ っ た こ と 

から，飼育のための適水温は 1 4 ° C以下と考えられた 

が，飼育水槽に水温調節機構がなく，平均 1 8 . 4 ° Cとい 

う水温に耐えられなかったものと思われる. 

Carcinoplax microphthalma 

G u i n o t e t R i c h e r d e F o r g e s , 1 9 8 1 

( F i g s . 2 B , 3 A - C , 4 ) 

G u i n o t & R i c h e r d e F o r g e s , 1 9 8 0 ( 1 9 8 1)， p i . 6， f i g s . 

1 - 3 ; 1 9 8 1 , p . 2 4 5， f i g s . 9 C ， D , 1 0 E - H — O f f N e w 

C a l e d o n i a , 4 0 0 m d e e p . 

本 種 は 1 9 7 8 年 1 1 月 に 2 個 体 ， 1 9 8 0 年 1 月 に 1 

個体が得られ，柳沢ら（ 1 9 8 0 )に紹介された.これらは 

いずれも雄で，大型 2個体（ N S M T - C r 9 1 0 0 ) の甲長お 

よ び 甲 幅 は 3 4 . 2 x 3 7 . 3 m m ， 4 1 . 2 x 4 5 . 8 m m で あ る . 

そ の 後 ， 1 9 8 2 年 1 1 月 1 3 日 に 2 個 体 得 ら れ た が ， 
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Fig. 2. Carcinoplax indica Doflein (A) and C. microphthalma Guinot et Richer de Forges CB). 

52.5x59.5 mm, 53.5x62.Ommというさらに大型で 

あった .これら 2個体は 1 2月 3日までの 2 0日間水 

槽内で生存した• 

本種はヱンコウガニ属としては異様なほど甲の輪郭が 

丸く，背面にも盛り上って万頭状を呈する.個体によっ 

ては，甲の側縁中央部がややふくらみ，また，眼窩後方 

の前側縁部に不明瞭な小突起を認めることができる.ェ 

ンコウガニの場合のように，幼個体では，これらの突起 

が棘状であるかどうか，模式標本も手許の標本も大型で 

あるため，全く不明である.甲面は一様に微細な顆粒で 

おおわれている.額は甲幅の1/3の長さで，弱く板状を 

なす.眼窩はごく小さく，したがって眼柄が短く，角膜 

部も小さい.鋏脚は雄では大きいが，長くはない.雄の 

第1腹肢は原記載の図に見られるように，単純に先細り 

で，典型的なヱンコウガニ類のように，先端近くに葉状 

突起がない. 

本種は最近ニュー力レドニア近海の水深 4 0 0 m か ら 

得られた10個体に基づいて記載されたもので，日本は 
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